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其 ノ1 Ascoli氏 反 應 ノ癌 性,非 癌 性 黄 疸 血 診 清 ニ對 スル

鑑別診斷的價値

緒 言

Ascoli等 ハ 惡 性 腫 瘍 患 者 ハ 脂 肪 代謝 異 常 ガ ア

ル爲,其 ノ血 清 ハ 一 般 ニ膽 汁 色 素 ヲ固 ク結 合 スル

能 力 ヲ失 ヒ容 易 ニ溶 媒 ニ溶 解 スル ト言 ヒ,Albers

u. Merten (1939)ハ コ ノAscoliノ 實 驗 結 果 ヲ應

用 シ,黄疸 血 清 ノ癌 性,非 癌 性 ノ鑑 別 診 斷 ニ資 セ

ン トシ タ.其 ノ結 果氏 等 ハ黄疸 血 清 ノ鑑 別 上 價 値

ア リ ト發 表 シ タ.余 ハ我 教室 入院 患 者16例 ニ就

キ本 反應 ヲ實驗 シ,一 部ノ 症 例 ハ疾 患 ノ經 過 ト共

ニ本 反應 ノ推 移 ヲ觀 察 シ,鑑 別 診 斷 上 ノ臨 牀的應

用 性 ヲ有 スル ヤ ヲ吟 味 シ,且 本 反 應 ト他 ノ2, 3臨

牀 檢査 ト ヲ竝 行 的 ニ實 施 シ彼 我 ノ關 係 ヲモ觀 察 シ

得 タ ノデ此 處 ニ報 告 シ諸 賢 ノ御 參 考 ニ供 サ ン トス

ル.

實 驗 方 法

早 朝 空腹 時 患 者 ノ肘 靜 脈 ヨ リ採 血 シ之 ヲ滅 菌 乾

燥 セ ル小 試 驗 管 ニ 入 レ靜 カ ニ放 置 シ血 清 ノ分 離 ヲ

待 チ,其 ノ1ccヲ 採 ツ テ徑1cm,長 サ約10cmノ

滅 菌乾 燥 セル 試 驗管 ニ入 レ,純Ather 2ccヲ 加 ヘ

「ゴム栓 」ニテ密 栓 シ約2-3分 間激 シク振 盪 シ,原

法 ニ テハ振 盪 直後 及 ビ2時 間後 ニ觀 察 シ テ,膽 汁

色 素 ガAther層 ニ移 行 シ 黄 染 シ タ場 合 ニ 癌 陽 性

即 チ 癌 性 黄疸 血 清 ト判 定 スル.非 癌性 黄 疸 血 清 デ

ハAther層 ガ黄 染 シ ナ イ ト言 フ.今 余 ハ振 盪 直 後,

2時 間 後,6時 間 後,24時 間後 ト,膽 汁 色 素 ノ移

行 状 態 ヲ少 シ ク詳 細 ニ時 間 的 ニ觀 察 シ テ見 タ,

尚 ホ本 反 應 ト同 時 ニ 檢 シ タ赤 血 球 沈 降 速 度 ハ

Westergren氏 法 ニ依 リ,血 清 ノBilirubin單 位

(B單 位 ト略 ス)ハMeulengracht氏 比 色 法 ニ依

ツタ.又 血 清 高 田氏 反應 ノ記 載ハ 室 温3時 間 放 置

後,試 驗 管3本 以 上 ニ絮 状沈 澱 ヲ生 ジ タ時 之 ヲ陽

性 ト判 定 シ,2本 ノ場 合 ハ準 陽 性(±),3本 ノ時 弱

陽性(+),4本 ノ時 中 等度 陽 性(++),5本 ノ時 強 陽

性(+++),6本 ノ時最 強 陽性(++++)ト 表 シ タ.

實 驗 成 績

癌 患者6例,非 癌 患 者10例 ニ就 キ 試 ミ タ 成績

竝 ニ之 ト竝 行 シテ行 ツ タ2, 3臨 牀 檢 査 ノ所 見 トヲ

對照 シ タモ ノ ヲ一 括 シ テ第1表 ニ掲 ゲ タ.今 之 等

實驗 ニ供 シ タ症 例 ノ各 々 ニ就 キ所 要 ノ解 説 ヲ試 ミ

ル.

1) 非癌性黄疸症例

山本例:約1年 前膽嚢剔出ヲ受ケ瘻孔 トナリ膽

汁ノ排泄止マズ再入院ス.此 前約3週 間頃 ヨリ結

膜皮膚ニ黄疸 ガ現 レタ.糖 尿病 ノ合併ガアル.入
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院 時 ノAscoli 氏 反 應 ハ24St後 ニ陽 性,入 院後 モ

膽 汁排 出 ハ荏 苒 停 止 セ ズ,黄疸 初 發 時 ヨ リ約80日

後 デハ,6St後 ニ輕 度 ニAther層 ガ黄 染 シ24St後

ニハ 明 カ ニ陽 性 デ ア ツ タ.此 頃 ハ一 般 状 態 稍 々衰

ヘ 膽 汁 ノ排 出 モ増 シ黄 疸 モ少 シ 著 明 ト ナ ツ テ ヰ

タ.爾 後 次 第 ニ腹 水 ノ瀦 溜 ヲ來 シ四 肢 ニ浮 腫 ヲ認

メ心 機 衰 弱 シ來 リ黄疸 ハ 却 ツテ輕 度 トナ リ死 亡 數

日前,黄疸 初 發 時 ヨ リ約150日 後 ニ本 反 應 ハ直 後

ニ 陽性 ニ現 レテ來 タ.

石 井例:約1年 前 ヨ リ膽 石症 疼 痛 發 作 ガ20日

置 キ位 ニア ツ タ.8月1目 右 季 肋 下部 ノ疝 痛 發 作

ト共 ニ40℃ 發 熱 シ 惡 感 ヲ伴 ヒ2日 後 ニハ 膽 嚢 部

ニ腫 瘤 ヲ觸 レ黄 疸 モ著 明 ニ ナ ツ タ.8月5日 入 院,

既 ニ膽血 症 ノ状 態 ニ ア リ翌 日救 急 的 ニ膽 嚢 瘻 ヲ造

設 シ タ.入 院 時B單 位75ニ テ 本 反 應 ハ24St後

Ather層 ガ稍 々黄 染 シ タ ノ ミデ ア ツ タ.

田 邊 例:入 院10日 前 ヨ リ 右季 肋 下部 疼 痛 ア リ

背 部 ニ放 散 シ惡 感 戰 慄 ガ續 イ タ,入 院3日 前 ヨ リ

黄 疸,入 院 時 ニハ 結 膜 皮 膚 共 ニ著 明 ナ黄 疸 色 ヲ呈

シ,入 院3日 目 ニ救 急 的 ニ膽 嚢 瘻 ヲ造 設 シ タ ガ當

日術 前 ニ本 反 應 ヲ檢 セル ニ24Stデ 陽 性 ニ現 レタ.

黄 疸 初 發 ヨ リ2週 間 デ ア ル.術 後 經 過 不良 デ膽 血

症 樣 トナ リ45日 目 ニ鬼 籍 ニ入 ツ タガ,術 後35日

目初 發 黄疸 ヨ リ50日 目 ニ 本 反 應 ハ2St後 既 ニ陽

性 ヲ呈 シ タ.

小 橋 例:昭 和16年3月 最 初 ノ 膽 石 症 樣 發 作 ア

リ翌17年 夏 頃 ヨ リ 屡 々發 作 ガ起 リ 熱 發 惡 感 黄 疸

ヲ件 ツ タ.18年3月16日 ニ發作,18日 入 院.當

時 結 膜 皮 膚 共 ニ黄 疸 色 ヲ呈 シ22日 即 チ 今 囘 ノ黄

疸 發 生 ヨ リ1週 間 目ニ本 反 應 ヲ檢 シ タ ガ6Stニ 陽

性 ニ現 レ タ.3月25日 膽 嚢 剔 出 術,4月28日 全 治

退 院.6月 下旬 再 ビ惡 感 ヲ伴 ヒ39℃ 發 熱 シ其 ノ後

毎 日1囘 カ カル 事 ヲ繰 返 シ,腹 痛 ハ無 イガ輕 度 ノ

黄 疸 現 レ8月23日 再 入 院,9月7目 即 チ黄 疸 初 發

ヨ リ約70日 目 ノ檢 査 ニ テB單 位54, Ascoli氏 反

應 ハ2Stニ テ 輕 度 ノ黄 染 ヲ見,6St後 ニハ 明 カ ニ

陽 性 トナ リ,其 ノ後 黄疸 初 發 ヨ リ約100日 目 ニハ

B單 位92デ ア リ本 反 應 ハ2St後 ニ陽 性 ヲ呈 シ タ.

長 野 例:約5箇 月前 ヨ リ輕 度 ノ黄疸 ア リ屡 々惡

感 戰 慄 ト共 ニ40℃ ノ發熱 ヲ見,膽 管炎 トシ テ入

院,當 時 結 膜 皮 膚 ニ輕 度 ノ黄 疸 ヲ認 メ,B單 位 ハ

10,本 反 應 ハ2St後 腸性 ヲ呈 シ タ.

金 高例:約1, 5年 前 ヨ リ時 々膽 石症 樣 發 作,入

院 時 結 膜 ニ輕 度 ノ黄疸,皮 膚 ハ他 覺 的 ニハ 明 カナ

ラ ズ,手 術 ニ依 リ總 輸 膽 管 結 石 ヲ見 タ.入 院時 本

反 應 ハ陰 性.

未 利 例:4-5年 前 ヨ リ 年 ニ2囘 位2-3日 續 ク

膽 石 症 發 作 ガ ア ツ タ.約 牛 年 前 ヨ リ發 作 囘數 ヲ増

シ1週 間 ニ1度 起 ル.入 院 時 右 上 腹 部 ニ手 拳 大 ノ

輪 廓 稍 々不 鮮 明 ノ柔 軟性 腫 瘤 ヲ觸 レ且結 膜 ニ輕 キ

黄 疸 ガ認 メ ラ レタ.B單 位 ハ8.5デ 本 反 應 ハ24St

後(±)ヲ 示 シ タ.

早 野 例:入 院 ノ10日 前 ニ上 腹 部 疹痛,嘔 吐,下

痢,2日 後 ニハ39℃ 内 外 ノ熱 發,惡 感 戰慄 ヲ伴 ツ

タ.其 ノ後 肝 臟 部 ニ腫 脹,自 發 痛 壓 痛 ヲ覺 ヘ又 黄

疸 ガ現 レタ.其 ノ後 血 尿,血 便,皮 下 溢血 等 ヲ認

メ タガ2-3日 デ 消退 シ タ.所 ガ 入 院 前 日 再 ビ惡

感 戰慄 ト共 ニ39℃ 發 熱 シ肝 腫 脹 著 明 疼痛 中等 度

ニ テ當 科 入 院.右 季 肋 下 部 ヨ リ正 中線 ニカ ケ肝腫

脹 著 明壓痛 ア リ結 膜 皮 膚 亞 黄 疸 色 ヲ呈 シ右 眼球 結

膜 下 出血 ヲ認 メタ.即 日肝膿 瘍 トシ テ切 開 排 膿.

入 院 翌 日 ノ血 清 檢 査 ニテB單 位16,本 反 應 ハ6St

後(+)ヲ 示 シタ.切 開後65日 目 ニ 此 部 ハ 瘻孔 ト

ナ リ輕 度 ノ膽 汁 流 出 ア リ,本 反應 ハ2St後(±)デ

6St後(+)ヲ 示 シ タ.

小 童 谷 例:入 院 ノ約3箇 月前 ニ眼 瞼 結 膜 ノ黄染

右季 肋 下 部 ノ腫 瘤 ヲ發 見 サ レタ.爾 來 黄 疸 輕快 セ

ズ又腫瘤モ増大シ吾外科 ニ入院シタ.當 時右季肋

下部ニハ兒頭大,柔 軟波動性平滑ノ腫瘍 ヲ觸レレ

線檢査ニテモ胃外性踵瘍デアリ臨牀上特發性輸膽

管嚢腫 ト診斷シ,開 腹ノ上嚢腫ナル ヲ確 メ膽嚢十

二指腸吻合ヲ行ツタ.術 後8日 目ニ本反應ハ24St

後ニ陽性,B單 位 ハ23デ アツタ.

平木例:入 院6箇 月前 ニ第1囘 ノ膽石症樣發作
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發熱,上 腹部疼痛,輕 度 ノ皮膚黄疸 ヲ自覺シタ.

爾來20-30日 毎 ニ同樣ノ發作ガ現 レ,入院時皮膚

ニ輕 度 ノ黄 疸 ガ認 メラ レタ.血 清 ノB單 位 ハ22.5,

本反 應 ハ6St後 ニ陽 性 ヲ示 シ タ.

第1表

2) 癌性黄疸症例

本 郷 例:昭 和16年4月 横 行 結 腸 癌 ニ テ 腸 切 除

ヲ受 ケタ ガ11月20日 頃 ヨ リ輕 度 ノ黄 疸,漸 次 増

強 シ,12月 中頃 ヨ リ食 後 嘔 吐,同 時 ニ右 季 肋 下 部

膨 隆 シ12月24日 再 入院 シ タ.皮 膚 粘 膜 共 ニ強 度

ノ黄疸 色 ヲ呈 ス,開 腹 ニ 依 リ肝 轉 移 ヲ 確 認 シ タ

ガ,術 後 創 面 ヨ リ ノ 出血 止 マ ズ 翌 日鬼 籍 ニ 入 ツ

タ.入 院時 本 反 應 ハ 直 後 ニAther層 ガ極 メテ輕

度 ニ黄 染 シ2Stニ 明 カ ニ陽 性 トナ ツ タ.黄 疸 初 發

時 ヨ リ約1箇 月 目 デ ア ル.

石 井 例:昭 和17年10月 中 頃 ヨ リ右 季肋 下 部 ニ

毎 日針 ヲ刺 ス樣 ナ輕 イ疼 痛 ア リ又 胃部 膨滿 感 呑 酸

ガ 時 々ア ツタ.12月3日 ヨ リ輕 度 ノ黄疸,此 頃 ヨ

リ疼 痛 ガ背 部 右 肩 胛 部 ニ放 散 シ出 シ タ.18年1月

30日 ニ膽 石 症 黄 疸 ニ テ當科 ニ入院.右 季 肋 下 部 ニ

肝 縁 ヲ2横 指 ニ觸 レ結 膜 皮 膚 共 ニ著 明 ノ黄 疸 ア リ

皮 膚 ニ掻 痒 感 ヲ訴 ヘ タ.肝 機 能 モ 中等 度 ニ 犯 サ

レ,胃 液 ハ過 酸 症 ヲ示 シ,十 二指 腸Sondeニ ヨ

リ膽 汁 ノ排 泄 ナ ク,血 清 癌 反應 ハKurten氏 煮 沸

法 七條 氏乾 燥 像共 ニ陽 性,本 反 應 ハ2St後 極 メテ

輕度 ニAther層 ガ 黄 染 セル 程 度 デ6St始 メテ 陽

性 トナ ツ タ.開 腹 ニ ヨ リ膽 管 癌 ナ ル ヲ知 ツタ.膽

嚢 胃 吻 合 ヲ行 フ黄 疸 次 第 ニ輕 快 シ,入 院 時B單 位

92,術 後23日 目 ニハ25ニ 低 下 シ,同 時 ニ本 反應

ハ6St後 ニ陽 性 ヲ示 シ タ.黄 疸 初 發 時 ヨ リ約3箇

月 ヲ經 過 シ テ居 タ.

井 上 例:入 院3箇 月前 ヨ リ上 腹 部 膨 滿 感,疼 痛,

食思 不振,次 第 ニ痩 削 シ,入 院3日 前 ヨ リ急 激 ニ
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黄疸 ガ現 レ タ.臍 部 ヲ中 心 トシ鵞 卵大 ノ柔 軟性 腫

瘍 ヲ觸 レタ レ線 所 見 ニ ョ リ胃外 性腫 瘍 ナ ル ヲ知 リ

又 諸 種 臨 牀 檢 査 ノ結 果 肝 及 ビ膽 管 癌 ト考 ヘ タ.血

清 癌 反 應 ハKurten氏 法 陽性,七 條 氏 法 中間 型,

本 反應 ハ2St後6St後 共 ニ極 メテ淡 キAther層 ノ

黄 染 ヲ見 タ ノ ミデ24Stニ 始 メテ 陽性 ト認 メラ レ

ル 程 度 デ ア ツ タ.術 後 診 斷 ハ 膽 嚢癌 腹 膜 轉 移 デ ア

ツ タ,

赤 澤 例:約3箇 月前 輕 キ下 腹 痛 ヲ覺 ヘ タガ,數

日後 ニハ 右 側腹 部 ニ疼 痛 現 レ,38℃ 餘 熱 發 シ翌 日

北 山 内科 ニ入院 シ右 季 肋 下部 ニ超 鵞 卵 大 ノ腫 瘤 ヲ

認 メラレ 小 切 開 ヲ受 ケ多量 ノ排 膿 ヲ見,膿 汁 ニハ

大 腸 菌 ガ證 明 サ レタ.其 ノ後 排 膿 續 キ,發 病3箇

月 目 ニ化 膿 性 膽 嚢 炎 トシ テ當 科 ニ收 容 サ レタ.入

院 時 他覺 的 ニ 黄 疸 ハ 證 明 サ レズ 血 清 ノB單 位12

デ 同 時 ニ 檢 シ タAscoli氏 反 應 ハ24St後 ニ 僅 ニ

Atoer層 ガ黄 染 シ タ.入 院8日 目 ニ開 腹 セ ル ニ膽

嚢 癌 ナ ル事 ガ解 ツタ.術 後8日 目急 激 ニ著 明 ナ黄

疸 ガ現 レ,其 ノ3日 後B單 位 ハ78ニ 上 昇 シ タガ

本 反 應ハ 僅 ニ24St後 ニ陽 性 ヲ 示 シ タ ニ 過 ギ ナ カ

ツ タ.數 日後 鬼 籍 ニ入 ツ タ.

御 船 例:7, 8年 前 ヨ リ食 後 心窩 痛,1箇 月前 ヨ リ

胃部 不 快 感,皮 膚 掻痒 感,約2週 間 前 ヨ リ黄 疸,

臍 ノ右 上 方 ニ疼 痛 ア リ膽 石症 トシ テ 内科 ニ收 容,

後 我 外 科 ニ轉 科,皮 膚 ハ 中 等度 ニ黄 疸 色 ヲ呈 シ,

血 清 ノB單 位24デ 本 反應 ハ24Stデ 弱 陽性 ヲ示 シ

タ.開 腹 シ タ所 膽 嚢 癌 デ ア ツ タ.術 後10日 目即 チ

黄 疸 初 發 時 ヨ リ1箇 月後 ニ 本 反應 ハ6St後 弱 陽

性,24St後 明 カ ニ陽 性 ヲ示 シ タ.

寸 村 例:入 院 前 約1箇 月頃 ヨ リ右 季 肋 下 部 ニ疼

痛,黄 疸ガ現 レ次第ニ増強シタ.入 院時皮膚ハ密

柑色ヲ呈シ右肋弓下4横 指徑ニ肝 ヲ觸 レ其ノ内方

ニ膽嚢樣 ノ腫瘍 ヲ觸知シタガ體温ハ正常 ヲ示 シ

タ,1週 間後ニ本反應ハ2St後 陽性ヲ示シB單 位

ハ121デ アツタ.9日 目膽石症疑診ノ下ニ 開腹シ

膽嚢癌ナルヲ知ツタ.術 後18日 即チ初發黄疸 ヨ

リ60日 本 反 應 ハ 直 後 明 カ ニ陽 性 ヲ示 シ タ.其 ノ後

1週 間 ニ シ テ鬼 籍 ニ入 ツ タ.

總括竝ニ考按

黄疸 ヲ有 スル 患 者16名 ニ就 キ,其 ノ 一 部 ハ經

過 ヲ追 ツ テAscoli氏 反 應 ヲ觀 察 シ テ見 タ.其 ノ結

果 癌 患 者6例10囘 ノ檢 査 ニテ 直 後 陽 性 ニ 現 レタ

モ ノ ハ僅 カ1例1囘 デ,膽 嚢 癌(寸 村 例)ニ テ初 發

黄 疸 ヨ リ60日 ヲ經 過 シ 死 亡1週 間前 採 血 シ タモ

ノ デ ア ル.他 ノ1例 デ 弱 陽性 ニ 認 メ ラ レタ.2St

後 陽性 ハ2囘 即 チ 先 ノ寸 村 例 ノ初 發 黄 疸 ヨ リ40日

目 ノ時 ト,結 腸 癌 術 後 肝 轉 移 ヲ來 シタ本 郷 例 ノ ミ

デ他 ニ弱 陽性 ト認 メ ラ レ タ モ ノ ガ2例2囘 ア ツ

タ.從 ツ テ原 法 ノ判 定 ニ ヨル ト2例3囘 陽 性 デ ア

ツ タ ニ過 ギ ナ イ.非 癌 性 黄 疸 患 者10例16囘 ノ檢

査 ニ テ直後 陽 性 ヲ示 シ タ モ ノハ1例1囘 デ之 ハ膽

嚢 剔 出後 膽 汁 瘻 ヲ作 リ黄 疸 初 症 ヨ リ150日 ヲ經 過

セ ル モ ノ デ,2St後 陽 性 ヲ示 シ タモ ノハ3例3囘

ア ツ タ.是 等 モ 黄疸 初 發 ヨ リ相 當 ノ時 日 ヲ經 過 シ

タモ ノデ ア ル.Albers u. Mertenハ 癌 黄疸 血 清

24例 中22例 陽 性 非 癌 性 黄疸 血 清18例 中 陽性 例 無

シ ト言 ヒ,中 川 内科 ノ報 告 デ ハ癌 血清8例 中6例

陽性,非 癌デハ14例 中11例 陰性 ト言 フ成績デア

ルガ,余 ノ實驗成績デハ本反應ハ癌性,非 癌性黄

疸 血 清 ノ鑑 別 上益 スル所 少 ナ カ ツ タ.又6St後,

24St後 ト時 間的 ニ觀 察 シ タ 結 果 デハ24St後 ニハ

癌 性,非 癌 性 ヲ問 ハ ズ多 ク ノ黄疸 血 清 ハAther層

ノ黄 染 ガ認 メラ レタ.又 第1表 ニ見 ル 如 ク本 反應

ハ黄 疸 ガ發 生 シ テ ヨ リ日數 ヲ經 過 セ ル場 合 程 陽 性

ニ現 レ易 イ樣 ニ認 メ ラ レコ ノ事 實 ハ黄 疸 ノ性 質 ノ

如 何 ニ依 ラ ヌ.又 本 反 應 ノ陽 性 出 現 ハ黄 疸 ノ強 弱

殊 ニB單 位 ノ多 寡 ニモ 餘 リ關 係 シナ カ ツタ.本 反

應 ノ對 象 トナ ル疾 患 ハ何 レモ赤 血球 沈 降速 度 著 明

ニ促 進 シ,血 清 ノ 高 田氏 反 應 モ強 陽 性 ヲ示 スモ ノ

多 ク兩者 共 ニ本 反應 ノ陰 陽 ト特 別 ノ關 係 ヲ認 メナ

カ ツ タ.
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結 論

Ascoli氏 反 應 ハ 癌 性,非 癌 性 黄 疸 血 清 ノ鑑 別 上

益 スル 所 少 ク,24St後 ニ於 テハ 黄 疸 血 清 ノ多 ク ハ

Ather層 ヲ黄 染 セ シ メタ.黄 疸 發 生 ヨ リ時 日 ヲ經

過 セ ル モ ノ程 陽 性 ニ現 レ易 ク.黄 疸 ノ強 弱 ハ 關 係

セ ヌ.本 反應 ト血 清 高 田氏 反 應,又 赤 血 球 沈 降 速

度 トハ 相 互 間 ニ特 別 ノ關係 ヲ認 メラ レヌ.

其 ノ2 其 ノ後 ノKurten氏 竝 ニ七 條 氏 血 清癌 反應 ト

血清 ノ高田氏反應

緒 言

先 ニ余 ハKurtenノ 血 清 煮 沸 法 竝 ニ七 條 ノ血 清

特 殊 乾 燥 像 ニ ヨル 癌 診 斷 法 ニ對 スル 實 驗 成績 ヲ發

表(本 誌 第56年 第2號)シ 併 セ テ兩 反應 ニ就 キ 少

シ ク檢 討 ヲ試 ミタ.今 囘 ハ其 ノ後 ノ實 驗 成績 ヲ報

告 スル ト共 ニ血 清 ノ高 田氏 反 應 トノ關 係 ヲ檢 シ又

輸 血 ノ兩反 應 ニ對 スル影 響 ノ如 何 等 ヲモ 吟 味 シテ

見 タ.

實驗材料竝ニ方法

被 檢血 清 ハ 吾 教室 入院 患者 ヨ リ採 取 シ,其 ノ採

血 ノ要 領竝 ニ兩反 應 ノ實 施 法 ハ 總 テ前 囘報 告 ノ通

リ故 省 略 スル.血 清 ノ高 田反 應 ノ判 定,記 載 記 號

ハ其 ノ1ト 同 樣 デ アル.

實 驗 成 績

各 種 疾 患 ニ於 ケル 檢 査 成 績 ノ 詳細 ハ 第2-5表

ニ記 載 シ テ アル.是 等 ノ表 中Nr.欄 ニ番 號 ノ記 載

ナ キ例 ハ前 囘 報 告 中 加 算 セ ルモ ノ故 陰 陽 性率 ノ算

定 ニ際 シ テハ除 外 シ タ モ ノ デ ア ル.

1) 癌 腫 ニ於 ケ ル兩 反 應 ノ陽 性 率

Kurten氏 法 ノ場 合 ハ 癌 腫 總 計114例,其 ノ内

陽 性90例 ニ テ 陽 性 率78.9%ヲ 得 タ.Kurtenノ

第1型 即 チ 陰 性 ヲ 示 シ タ モ ノ ハ12例 デ,爾 餘 ノ

12例 ハ 余 ノ所 謂 中 間型 ヲ示 シ タ.尚 ホ今 囘 ノ檢 査

例 中 過 半數 ヲ占 メ タモ ノ ハ 胃癌 デ ア ツ テ,67例 中

陽 性56例 即 チ83.6%ノ 陽性 率 ヲ示 シ タ(第2表

胃癌 參 照).

七 條 氏法 ノ場 合 ハ癌 腫 總 計112例.其 ノ内 陽 性

型79例 ニ テ 陽性 率70.5%ヲ 得 タ.中 間 型 ヲ示 シ

タ モ ノ22例,陰 性 型 ヲ示 シ タ モ ノ11例 デ ア ツ

タ.第2表 ノ胃 癌66例 中 陽 性 型 ヲ示 シ タモ ノ52

例 ニ テ78.8%ノ 陽 性率 デ ア ツタ.

2) 對 照 疾 患 ニ於 ケ ル兩 反 應 ノ陰 性 率

Kurren氏 法 ハ122例 中陰 性103例 ニテ 陰 性率

ハ84.4%ヲ 示 シ,第2型 即 チ陽 性 型 ヲ示 シ タモ ノ

12例,中 間 型 ガ7例 デ ア ツ タ.胃 十 二 指腸 潰 瘍 ガ

諸種 疾 患 中最 モ 多數 デ42例,内 陰 性30例 陰 性 率

71.2%ヲ 示 シ タ(第4表 參 照).

七 條 氏 法 ハ121例 中 陰 性85例 ニ テ 陰 性 率70.2

%ヲ 示 シ タ.又 中 間型28例,陽 性 型8例 デ ア ツ

タ.第4表 ノ 胃十 二指 腸 潰 瘍40例 ガ最 モ 多 ク,其

ノ陰 性 例 數25例 デ陰 性率62%デ ア ツ タ.

第2表 胃 癌
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第3表 癌腫(胃 癌ヲ除ク)
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第4表 胃,十 二指腸潰瘍

第5表 諸種疾患
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以 上1),2)ニ 於 ケル 實 驗 成績 ノ陽 性 率ハ 中 間型

ヲ陰 性 ト見 做 シ,陰 性 率 ハ 陽 性 ト見 做 シ テ計 算 シ

タ.

3) 癌 腫ニ 於 ケ ル兩 反 應 ノ合 致 率

兩 反 應 ヲ並 行 的 ニ檢 シ得 タ癌 腫112例 ニ就 キ其

ノ合 致 率 ヲ求 メタ所59.8%即 チ67例 ガ 兩 反 應 共

ニ陽性 ニ現 レタ,尚 ホ兩 反應 ノ何 レカ一 方 ガ陽性

ニ テ他 ガ中 間型 ヲ示 シ タ モ ノ ガ26例 ア リ,今 之 ヲ

兩 方 共 陽 性 デ ア ツ ダ67例 ト合 スル ト93例 ニテ全

體 ノ83%ヲ 示 シ タ,又 癌 腫 ニ テ兩 反 應 共 ニ陰 性 ノ

モ ノガ5例 ア ツタ.

4) 兩反應 ト血清高田反應

兩反應 ト血清ノ高田反應 ヲ並行的 ニ檢 シテ見

タ.詳 紬ハ第2-5表 ニ 記載シタ.今 高田氏反應

ノ強弱ト兩反應ノ陰陽 トノ關係 ヲ一括シテ表記ス

ル ト次 ノ通 リデ ア ル.表 中()ヲ 附 サ ナ イモ ノハ

癌腫 デ,()内 ハ 對照 疾 患 ノ場 合 デ アル.

Kurten氏 反 應 ト高 田反應

癌 例 ニ テ高 田反 應 ガ 中等 度(++)以 上 ニ陽 性 ニ出

タ 例 ガ22例 デ内Kurten陽 性 ガ16例,弱 陽性

(+)ガ45例 デ内Kurten陽 性 ガ37例,準 陽 性26

例 内Kurten陽 性 ガ24例,陰 性 ザ29例 内Kurten

陽 性 ガ21例 ヂ ア ツ タ.對 照 例 デ高 田 ガ(++)以 上

ニ出 タ例 ガ22例 デ内Kurten陰 性 ガ17例 ,(+)

ガ38例 デ 内 陰 性 ガ31例,(±)ガ18例 内陰 性 ガ

17例,(-)ガ28例 内陰 性 ガ21例 デ ア ツ タ.之 ヨ

リ見 ルモ 高 田反 應 ノ強 弱 トKurten反 應 ノ陰 陽 ト

ノ間 ニ竝 行 關 係 ハ認 メラ レナ カ ツ タ.

七 條 氏 反應 ト高 田反 應

癌 例 ニ テ 高 田 反應 ガ(++)以 上 ヲ示 シ タモ ノ22

例 デ 内七 條 陽 性 ガ10例,(+)ガ44例 内 陽 性 ガ32

例,(±)ガ25例 内陽 性 ガ20例,(-)ガ29例 内

陽 性 ガ23例 デ ア ツ タ.對 照 例 ニ テ高 田 ガ(++)以

上 ノモ ノ ガ22例 内七 條 陰 性 ガ12例,(+)ガ38例

内 陰 性 ガ26例,(±)ガ16例 内陰 性 ガ9例,(-)

ガ26例 内陰 性 ガ19例 ヲ示 シ タ.即 チ七 條 氏法 ノ

場 合 モKurten氏 反應 ト同樣 ニ高 田反 應 トノ間 ニ

竝 行 關係 ハ認 メ得 ナ カ ツ タ.

5) 輸 血 ノ兩反 應 ニ及 ボ ス影 響

輸血 ガ 兩反 應 ノ陰 陽 出現 ニ影 響 ヲ及 ボ ス カ ヲ知
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ラ ン トシ,200-800ccノ 比 較 的 多 量 ノ輸 血 ノ前 後

ニ兩反 應 ヲ試 ミテ見 タ.

癌症 例 ハ 胃癌10例 直 腸 癌1例 ニ テ200-500cc

輸血 後 ノ 兩 反應 ヲ 見 ル ニ第6表 ノ如 ク,Kurten

法 ハ2例 ノ胃癌 ニテ輪 血 前 明 カ ニ陽 性 ノ モ ノ ガ輸

血後 中 間 型 ヲ呈 シ タ,其 ノ他 對 照 デ ハ 何 レモ輸 血

前 後 ニ變 化 ヲ認 メ ナ カ ツ ダ.七 條 法 ハ 同 ジ ク 癌

11例 中4例 ニ 變 動 ヲ認 メ タ.即 チ 陽 性 型 ヨ リ中

間 型 ニ變 ツ タモ ノ2,中 間 型 ヨ リ陽 性 型 ニ1,陰 性

型 ヨ リ中 間 型 ニ1例 デ ア ル.又 七 條 法 デ ハ 對 照4

例 中2例 ニ於 テ 中間 型 ヨ リ陰 性型 ニ變 ツタ.

第6表

總括竝ニ考按

Kurten氏 血清 煮 沸 法,七 條 氏 血 清特 殊 乾燥 像

ニ ヨル癌 診 斷法 ハ非 特 異 反 應 デハ アル ガ實施 ガ頗

ル簡 便 デ 臨牀 上 應 用 シ得 ル法 デ アル 事 ハ 前 囘報 告

シ タ.其 ノ後 引 續 キ兩 反 應 ヲ追 試 シ タ成 績 ヲ今 囘

一 括 シ タ.

Kurten法 ハ癌114例 デ 陽 性 型 ヲ示 シ タモ ノハ

90例 デ,78.9%ノ 陽 性 率 ニ テ 前 囘 ノ78.1%ト 全

ク 同 ジデ ア ツ タ.對 照 疾 患122例 中 陰 性 型103例

デ,84.4%ノ 陰性 率 ヲ示 シ前 囘 ノ87.6%ト 大 差 ナ

カツ タ.平 均 適 中率 モ81.6%デ 前 囘 ノ82.8%ト

殆 ド同ジ デ アル.

七 條 氏 法 ハ癌112例 ノ 内 陽 性 型79例 デ 陽 性 率

70.5%デ 前 囘 ノ72.2%ト 大 差 ナ ク,對 照121例 デ

ハ陰 性 型85例 デ陰性 率70.2%ヲ 示 シ 前 囘 ノ69 .2

%ト 大 差 ナ ク.平 均 適 中率 モ70.3%デ 前 囘 ノ70.7

%ト 同樣 デ ア ツ タ.

次 ニ比 較 的 症 例 ノ多 カ ツ タ胃癌 ト胃十 二 指 腸 潰

瘍 ニ就 テ 見 ル ニ,Kurten氏 法 ノ 胃癌 ノ 陽性 率

83.6%,七 條 法 ハ78.8%デ 前 囘 ノ各 々84.9%, 80

%ニ 比較 シ大 差 ナ ク,潰 瘍 ノ陰 性 率 ハKurten法

71.2%,七 條 法62%デ 前 同 ノ各 々78,6%, 54.5%

ニ比 較 スル ト前 者 デ ハ少 シ ク低 下 シタ ガ後 者 デハ

向 上 シ タ.

血 清 ノ高 田 反應 ハ 肝 機 能 障 碍 時血 清 中Globu-

lin分 劃 ノ一 方 的増 強 ニ ヨル 絮 状 析 出 ヲ 利 用 スル

モ ノ デ ア リ,癌 患者 ニ於 テ ハ屡 々肝 機能 障碍 ハ 認

メ得 ル 所 デ ア リ,兩 癌 反 應 ト高 田反 應 ヲ並 行 的 ニ
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檢査シテ見タガ高田反應ノ強弱 ト兩反應ノ陰陽出

現ノ間ニハ何等特別ノ關係ガ認 メラレナカツタ.

次 ニ輸血200-800cc後 ノ兩反應ノ變動 ヲ癌11

例對照4例 ニ就キ檢シタガKurten法 デハ,癌2

例 ニテ陽性ヨリ中間型 ニ變 リ,七 條法デハ癌4例

對照2例 計6例 ニ變動 ヲ認 メタ.輸 血ニ依ツテハ

七條氏法ハ變動 シ易ク.Kurten法 ガ 稍々安定デ

アルガ,斯 ル處置ヲ行 ツタ後反應 ヲ檢シテハ正確

ヲ期 シ難 イノハ勿論デアル.

以上兩反應ノ陰陽出現率何 レモ前囘 ト大差ナク

略ボ一定シタ成績 ヲ示シ,實 施ガ容易デ臨牀上簡

便 ニ利用シ得ル癌反應デアル.實 施ニ際シテハ輸

血等ノ處置ヲ行ハヌ内デナケレバ正確デナイ.

結 論

1) 癌 腫11例 ニ於 ケルKurten氏 血 清煮 沸 法

ノ陽 性 率 ハ78.8%デ,對 照122例 ノ陰 性 率 ハ84.4

%デ 適 中 率81.6%ヲ 得 タ.癌 腫112例 ニ於 ケル

七 條 氏 特 殊 乾 燥 像法 ノ 陽 性 率 ハ70.5%デ,對 照

121例 ノ陰 性 率 ハ70.2%デ 的 中 率70.3%ヲ 得 タ.

的 中率 ニ於 テ前 者 ガ稍 々勝 ツ タ.又 兩 反應 ノ合 致

率 ハ59.8%ナ ル モ 一方 ガ 陽 性,片 方 ガ 中間 型 ツ

示 シ タモ ノ ヲ合 スル ト83%ト ナ ツ タ.

2) 輸 血後 ノ血 清 ニ由 ル時 ハ兩 反 應 ノ成績 稍 々

變 動 ヲ見 ル ガKurten氏 法 ノ方 ガ比 較 的 安 定 シ テ

ヲル.從 テ斯 ル處 置 ヲ行 ハ ヌ内 ニ檢 ス ベ キ デ ア

ル.

3) 血清 ノ高田氏反應ノ強弱 ト兩反應ノ陰陽 ト

ノ間ニハ特別ノ關係ガ認 メラレナイ.

撃筆ニ當 リ不斷ノ御指導 ト御校閲ノ勞ヲ賜ツ

タ恩師津田先生ニ心カラ感謝 ヲ捧ゲル.
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